
 イノシシによる被害に対応するため、猟友会依存の

体制を改め、農家や自治会関係者も含めた駆除班を編

制し、主体的に活動。 

 休止していた既存の食肉処理施設をイノシシ処理施

設として活用し、捕獲個体の資源化にも取り組んだこ

とにより、捕獲鳥獣の処分負担の軽減にも繋がり捕獲

頭数が増加。 

 また、イノシシを「おおち山くじら」と命名してブ

ランド化。食肉として出荷するほか、町内の女性グ

ループが中心となって食肉加工品や皮革製品を開発・

販売するなど、捕獲したイノシシを有効利用して６次

産業化を図り、地域活性化のツールとして活用。 

 このイノシシの捕獲から資源化までを行う取り組み

には多くの町民が関わっており、獣害対策を契機とし

た地域づくりのモデルとなっている。 

主な取組 

農林水産大臣賞（団体の部） 

イノシシの捕獲から資源化まで取り組み、地域を活性化 

おおち山くじら生産者組合  
（代表者：組合長 品川光広）          
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